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樹
じ ゅ も く

木採
さ い し ゅ け ん

取権制度
ガイドラインについて

　令和元年６月５日に可決・成立した「国有林野の管理経営に関する法律等の
一部を改正する法律」が本年４月１日に施行され、「樹

じゅもく
木採
さいしゅけん
取権制度」がスター

トしました。これにあわせ、制度の運用について具体的に解説したガイドライ
ンを作成しました。
　この制度の創設の背景については、本誌148号（2019年７月）の特集「国有
林改正法成立～樹木採取権制度などの導入～」をご覧下さい。
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イ
ン
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
概
要
も
公
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、

本
年
２
月
19
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の
期

間
、
電
子
政
府
の
総
合
窓
口
（e-G

ov

）
に

お
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
、
41
件
の
御
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

頂
い
た
御
意
見
の
概
要
及
び
そ
れ
に
対
す
る

考
え
方
に
つ
い
て
は
、e-G

ov

に
て
公
表
し

て
お
り
ま
す
（
Ｐ
７
参
照
）。

２
．
樹
木
採
取
権
制
度

　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容

　
こ
こ
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
の
う

ち
、
国
会
で
の
審
議
に
お
け
る
論
点
等
に

関
す
る
事
項
や
、
事
業
者
の
方
に
特
に
お
知

ら
せ
し
た
い
事
項
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま

す
。

①
指
定
を
行
う
森
林
の
条
件

　

樹
木
採
取
権
の
設
定
を
行
う
箇
所
で
あ
る

樹
木
採
取
区
は
、
法
律
上
、
⑴
樹
木
の
採
取

に
適
す
る
相
当
規
模
の
森
林
資
源
が
存
在
す

る
一
団
の
国
有
林
野
の
区
域
で
あ
る
こ
と
、

⑵
国
有
林
及
び
民
有
林
に
係
る
施
策
を
一
体

的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
に
お
け
る

産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
の
２
つ
の
条
件
に
該
当
す

る
も
の
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
⑴
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

１
．
樹
木
採
取
権
制
度

　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
位
置
づ
け

　
本
年
４
月
１
日
よ
り
、
林
野
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
樹
木
採
取
権
制
度
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
公
表
し
て
い
ま
す
（
Ｐ
７
参
照
）。
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
樹
木
採
取
権
制
度
へ
の

理
解
を
深
め
、
円
滑
に
樹
木
採
取
権
に
係
る

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
、
樹
木
採
取
権
制

度
の
運
用
の
考
え
方
及
び
制
度
に
お
け
る
手

続
に
つ
い
て
解
説
す
る
も
の
で
す
。

　
樹
木
採
取
権
制
度
に
関
心
の
あ
る
一
般
の

方
や
樹
木
採
取
権
の
設
定
を
受
け
る
こ
と
を

検
討
、
希
望
す
る
事
業
者
の
方
、
樹
木
採
取

権
の
設
定
を
受
け
た
事
業
者
の
方
等
に
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
図
や
表
を
用
い
て
ガ
イ
ド
ラ

樹木採取区の指定のイメージ

樹じ
ゅ
も
く木

採さ
い
し
ゅ
け
ん

取
権
制
度

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
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し
て
、「
樹
木
の
採
取
に
適
す
る
」
は
一
般
に

流
通
し
て
い
る
樹
種
（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ

ラ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
な
ど
）
の
人
工
林
で
あ

る
こ
と
を
指
し
、「
相
当
規
模
の
森
林
資
源

が
存
在
す
る
一
団
の
国
有
林
」
は
、
一
の
森

林
計
画
区
で
例
え
ば
近
接
す
る
複
数
の
名
称

の
国
有
林
野
に
お
い
て
、
一
定
期
間
、
機
械

や
土
場
を
移
転
さ
せ
ず
に
効
率
的
に
事
業
を

実
施
で
き
る
程
度
の
林
分
の
ま
と
ま
り
が
確

保
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、⑵
に
つ
い
て
は
、木
材
供
給
量
増
大
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
こ
と
、森
林
経
営
管
理
制
度
等
へ
の
支
援

の
た
め
の
事
業
確
保
の
必
要
性
が
高
い
こ
と
、

地
域
と
し
て
林
業
事
業
体
の
生
産
力
向
上
の

必
要
性
が
高
い
こ
と
等
を
勘
案
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
詳
細
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
２

章
に
記
載
）。

②
公
募
と
樹
木
採
取
権
者
の
選
定

　

樹
木
採
取
区
の
指
定
後
、
樹
木
採
取
権
の

設
定
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
事
業
者
を

公
募
し
ま
す
。
公
募
に
当
た
っ
て
は
、
樹
木

採
取
区
の
名
称
、
所
在
地
及
び
面
積
、
図
面

な
ど
の
基
礎
的
な
情
報
、
権
利
設
定
料
や
樹

木
料
に
関
す
る
事
項
、
参
加
資
格
要
件
、
事

業
者
選
定
に
用
い
る
評
価
項
目
及
び
評
価

点
、
採
取
跡
地
の
造
林
事
業
請
負
契
約
に
お

け
る
条
件
、
林
道
等
の
状
況
、
申
請
書
の
提

出
期
限
か
ら
樹
木
採
取
権
の
設
定
ま
で
に
要

す
る
期
間
の
見
込
み
等
を
示
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
（
詳
細
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
３
章
に

記
載
）。

　

ま
た
、
審
査
か
ら
選
定
ま
で
の
流
れ
に
つ

い
て
で
す
が
、
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
ま

ず
、
森
林
管
理
局
長
は
、
申
請
者
が
欠
格
事

由
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
を
行
い
、
欠

格
事
由
に
該
当
し
な
け
れ
ば
、
参
加
資
格
要

件
を
含
む
審
査
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

後
、
審
査
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
者
の
中
か
ら
、
申
請
額
、
事
業
の
実
施

体
制
、
地
域
の
産
業
の
振
興
に
対
す
る
寄
与

の
程
度
等
を
、
公
募
時
に
示
し
た
評
価
項
目
、

評
価
基
準
及
び
配
点
に
従
っ
て
評
価
し
、
そ

の
点
数
の
合
計
に
よ
り
、
最
高
点
の
者
を
樹

木
採
取
権
の
設
定
を
受
け
る
者
に
選
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
評
価
項
目
等
に
つ
い
て

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
５
章
の
別
紙
に
評
価
一

覧
表
（
例
）
を
記
載
）。

　

な
お
、
欠
格
事
由
や
審
査
基
準
の
詳
細
に

つ
い
て
は
森
林
管
理
局
長
が
定
め
る
樹
木
採

取
権
の
設
定
に
つ
い
て
の
審
査
基
準
等
に
関

す
る
通
知
に
よ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
標
準
例
で
あ
る
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
樹
木
採
取
権
の
設

定
等
に
係
る
森
林
管
理
局
長
の
処
分
に
関
す

樹
じゅもく

木採
さいしゅけん

取権制度ガイドラインについて

事業者の審査・評価・選定フロー

評価点の最も高い者を選定

申　　請

①	この法律又は森林法に規定する罪
を犯し、刑に処せられ、その執行を
終わり、又はその執行を受けるこ
とがなくなった日から２年を経過
しない者

②	分収造林契約を解除され、その解
除の日から２年を経過しない者

③	第８条の22第１項（第１号に係る
部分に限る。）の規定により樹木採
取権を取り消され、その取消しの
日から２年を経過しない者

④	十分な社会的信用を有していない
者

⑤	法人であって、その業務を行う役
員のうちに①から④のいずれかに
該当する者があるもの

〈欠格事由〉 〈審査基準〉
①	経営管理を効率的かつ安定的に行
う能力及び経営管理を確実に行う
に足りる経理的基礎を有すると認
められること

②	申請額が森林管理局長が樹木採取
区ごとに定める樹木料の算定の基
礎となるべき額以上であること

③	木材利用事業者等及び木材製品利
用事業者等との連携により木材の
安定的な取引関係を確立すること
が確実と認められること

④	国有林野の適切かつ効率的な管理
経営の実施の確保に支障を及ぼす
おそれがあるものでないこと

〈評価項目例〉
〈価格点〉
・	申請額
〈加算点〉
・	国有林野の適切かつ効率的な管理
経営の実施の確保

・	事業の実施体制
・	地域における産業の振興に対する
寄与の程度

・	林業経営の改善に関する事項
・	雇用管理の改善
〈減　点〉
・	国有林野の適切かつ効率的な管理
経営の実施の確保

欠格事由該当性
の判断

審査基準の
適合審査

評価項目等
による評価

樹木採取権の設定を
受ける者の選定
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る
審
査
基
準
等
の
標
準
例
」
を
林
野
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

③
権
利
設
定
料
の
考
え
方

　

樹
木
採
取
権
の
設
定
を
受
け
た
者
（
樹

木
採
取
権
者
）
は
、
国
民
共
通
の
財
産
で

あ
る
国
有
林
野
に
生
育
す
る
樹
木
を
長
期

安
定
的
に
独
占
し
て
採
取
す
る
こ
と
に
よ

り
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
事
業
の
実
施
が

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
事
業
利
益

が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
国
は
、
公
平
性
及
び
公
正
性
の
観
点

か
ら
、
樹
木
採
取
権
者
か
ら
権
利
設
定
料

を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
権
利

設
定
料
の
額
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
者
で

あ
っ
て
も
共
通
し
て
低
減
さ
れ
る
と
見
込
ま

れ
る
コ
ス
ト
に
見
合
う
も
の
と
し
て
、
既

存
の
立
木
の
買
入
に
お
い
て
都
度
必
要
で

あ
っ
た
入
札
へ
の
参
加
、
事
務
的
な
手
間
等

に
係
る
人
件
費
等
の
低
減
相
当
分
に
つ
い
て
、

面
積
が
増
加
す
る
ほ
ど
費
用
低
減
の
度
合
い

も
大
き
く
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
が
一
律

に
定
め
、
機
械
的
に
算
定
し
ま
す
。
権
利
設

定
料
の
具
体
的
な
額
は
、
公
募
の
際
に
公
表

し
ま
す
。

　

な
お
、
公
益
上
の
理
由
に
よ
る
樹
木
採
取

権
の
取
消
し
や
災
害
等
の
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
る
樹
木
採
取
権
の
放
棄
な
ど
の
場
合

は
、
こ
れ
に
よ
り
樹
木
を
採
取
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
面
積
の
割
合
に
相
当
す
る

権
利
設
定
料
が
返
還
さ
れ
ま
す
（
詳
細
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
第
７
章
に
記
載
）。

④
木
材
の
安
定
的
な
取
引
関
係
の
確
立

　

国
会
で
の
論
点
の
一
つ
に
、
樹
木
採
取
権

が
設
定
さ
れ
る
こ
と
で
木
材
の
供
給
量
が
増

加
し
、
材
価
が
下
落
す
る
の
で
は
な
い
か
と

の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

樹
木
採
取
権
制
度
に
お
い
て
は
、
木
材
価

格
の
下
落
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

樹
木
採
取
権
の
設
定
を
受
け
る
者
の
要
件
と

し
て
、
新
規
需
要
開
拓
に
取
り
組
む
川
中
・

川
下
の
事
業
者
と
協
定
の
締
結
等
に
よ
り
連

携
す
る
者
で
あ
る
こ
と
、
木
材
の
安
定
取
引

に
関
す
る
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
樹
木
採
取
権

実
施
契
約
を
国
と
締
結
す
る
こ
と
が
法
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、制
度
の
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
着
実
に
講
じ
ら
れ

る
よ
う
、
木
材
の
安
定
取
引
の
状
況
に
つ
い

て
樹
木
採
取
権
者
に
報
告
さ
せ
、
必
要
に
応

じ
て
国
が
調
査
等
の
対
応
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
（
詳
細
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
14
章

等
に
記
載
）。

⑤
樹
木
料
の
考
え
方

　

樹
木
採
取
権
は
、
樹
木
採
取
区
に
お
い
て

樹木料の算定方法

樹木料の手続フロー

森林管理局長 立木の調査

実行計画（案）の
作成

着
手
届

樹木の採取

原則毎木調査とする

伐区ごとの
樹木料の算定

伐区の選択 樹木料の納付

提
　
示

通
　
知

提
　
出

数量・樹木料の
確定

通
　
知

納
　
付

樹木採取権者

樹木料

伐区ごとに算出

割増率

申請時に樹木採取権の
設定を希望する者が
森林管理局長が示した
林分について提示する額

選定時の割増率により固定的に割増

割増率

基礎額
【公表】

事業者の
申請額

樹木料
評定額 樹木料

公募時 樹木料納付時（採取時）

公募時に森林管理局長が
樹木採取区内で選定した
林分における評定額

＝ 樹木料評定額 × 割増率

＝ 申請額 ÷ 基礎額
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樹
木
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
す

が
、
当
該
樹
木
は
国
の
財
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
樹
木
採
取
権
実
施
契
約
に
樹
木
料
の
算

定
方
法
を
定
め
、
樹
木
採
取
権
者
は
、
こ
の

実
施
契
約
に
基
づ
き
樹
木
料
を
国
に
納
付
し

な
け
れ
ば
、
樹
木
を
採
取
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
毎

年
度
、
国
は
樹
木
が
採
取
さ
れ
る
一
塊
の
区

域
（
伐
区
）
ご
と
に
立
木
の
調
査
を
行
い
、

樹
木
料
を
算
定
し
て
、
当
該
伐
区
の
樹
木
を

採
取
す
る
前
に
樹
木
採
取
権
者
が
樹
木
料
を

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

樹
木
料
の
算
定
方
法
は
、
国
有
林
で
の
立

木
販
売
実
績
を
基
に
販
売
価
額
を
求
め
る
た

め
に
統
計
的
な
手
法
を
用
い
て
作
成
し
た
樹

木
料
評
定
式
に
よ
り
得
ら
れ
た
樹
木
料
評
定

額
に
割
増
率
（
樹
木
料
の
算
定
方
法
の
図
を

参
照
）を
乗
じ
る
と
い
う
も
の
で
す
。一
方
で
、

伐
区
は
樹
木
採
取
区
内
に
お
い
て
樹
木
採
取

権
者
が
設
定
で
き
る
こ
と
、
伐
区
ご
と
に
国

が
算
定
し
た
樹
木
料
を
示
し
た
上
で
ど
の
伐

区
で
実
際
に
樹
木
料
を
納
付
し
て
採
取
を
行

う
か
は
樹
木
採
取
権
者
が
選
択
で
き
る
こ
と

な
ど
、
国
有
林
で
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
る

立
木
販
売
に
は
な
い
自
由
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
立
木
販
売
と
同
様
に
、
樹
木
料
を
納

付
し
て
か
ら
３
年
以
内
に
樹
木
を
採
取
、
搬

出
す
る
よ
う
な
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
（
詳

細
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
15
章
に
記
載
）。

⑥
採
取
後
の
植
栽

　

樹
木
採
取
区
の
採
取
跡
地
に
お
け
る
植
栽

に
つ
い
て
は
、国
会
で
の
論
点
の
一
つ
に
な
っ

た
ほ
か
、
報
道
に
お
い
て
も
懸
念
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
省
令
で
「
採
取
跡

地
に
お
け
る
植
栽
の
実
施
に
関
す
る
事
項
」

を
樹
木
採
取
権
実
施
契
約
で
定
め
る
事
項
と

し
、
樹
木
の
採
取
と
採
取
跡
地
に
お
け
る
植

栽
を
樹
木
採
取
権
者
が
一
体
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

樹
木
採
取
権
者
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
契

約
に
基
づ
く
造
林
を
実
施
で
き
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
国
が
他

の
事
業
者
に
委
託
し
造
林
を
行
い
ま
す
（
詳

細
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
17
章
に
記
載
）。

３
．
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
今
後
、
令
和
２
年
度
～
４
年
度
に
か
け
て
、

資
源
や
需
要
の
状
況
を
見
極
め
つ
つ
、
全
国

で
10
箇
所
程
度
の
区
域
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に

順
次
指
定
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
指
定
に
あ

た
っ
て
は
、
区
域
面
積
２
０
０
～
３
０
０
ha

程
度
、
権
利
期
間
10
年
程
度
を
基
本
と
す
る

規
模
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
、
地

・		

林
野
庁

	

樹
木
採
取
権
制
度
の
ペ
ー
ジ

	

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
掲
載
。）

	
https://w

w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
j/kokuyu_rinya/kokum

in_
m
o
ri/

ry
u
ik
i/

jyum
okusaisyuken.

htm
l

・		e-G
ov

	

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
と
回

答
を
公
表
。
樹
木
採
取
権
で
検
索
。）

	
https://search.e-gov.
go.jp/servlet/Public

域
の
取
組
と
し
て
、
大
規
模
な
製
材
工
場
を

誘
致
す
る
場
合
な
ど
、
新
規
需
要
開
拓
に
取

り
組
む
事
業
者
の
動
向
等
を
把
握
す
る
取
組

も
行
う
考
え
で
す
。

　
今
後
、
具
体
の
指
定
地
域
に
つ
い
て
検
討

し
つ
つ
、
制
度
の
適
切
な
運
用
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

樹
じゅもく

木採
さいしゅけん

取権制度ガイドラインについて

採取跡地における植栽手続フロー

申
　
請

森林管理
局長

公募時 審査・評価・選定時 樹木採取権設定後

樹木の採取と植栽
を一体的に行う旨
を申し入れ

実施契約書の案
により提示

申入れに
応じる旨の表明

国からの申入
れに応じる者
について
評価・選定

実施契約締結

樹木の採取跡地
における
植栽に関する
事項を含む

伐区ごとに単
年度の造林事
業請負契約を
締結

樹木採取
権者

申請時

樹木採取権設定




